
Page0
Page0

イギリスの公共図書館における総量縮減を伴う再編計画に関する研究
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＞＞ソフトとハードの両方の再編が必要

・滞在型利用の増加

・課題解決の支援

・提供サービスの多様化（公共施設の連携）

・滞在や交流、活動する空間整備

・他用途の複合化、集約化

・中心市街地の活性化を目的とした立地移転

提供サービス 建築空間

一方で、公共図書館を取り巻く社会環境の課題

・人口減少や税収減、行政の財政縮減

・施設の長期的な維持管理が困難

・公共図書館を含めた公共施設の総量抑制

など

＞＞人口減少や財政難における公共図書館の持続可能な再編計画

昨今、公共図書館における提供サービスと建築空間は大きく変化している。
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日本では、図書館を始めとした公共施設の複合化や集約化の再編が進んでいる。なお、多くの自治

体が「公共施設等総合管理計画」で公共施設量の削減目標を定めているが、実際には管理計画とおり

の再編実施が遅れており、総量縮減の実施事例が少ない。

海外に目を向けると、イギリスでは、2010年以降の緊縮財政により、多くの公共図書館が閉館され、

市民の図書館離れが問題となっている。近年は、その改善策として図書館の複合化（co-location）を

進め、公共図書館で多様な公共サービスを包括的に提供する再編事例が増加している。また、行政だ

けではなく、公共団体や住民ボランティアの図書館運営を採用し、行政の施設運営を減らす再編事例

も増加している。

そこで、本研究では、ロンドン・ブレント区(London Borough of Brent、以下Brent区)の図書館再

編を対象に、総量縮減を行った再編経緯と現状を分析し、縮減計画の結果と課題を明らかにすること

で、日本における持続可能な公共施設の再編計画に有用な知見を得る。
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・行政が直営する公共図書館の減少

・住民が運営するコミュニティ図書館の増加

図1 ｲｷﾞﾘｽの行政直営図書館数とCoL 数の推移
（2013-2019 年）1)

図2 閉館図書館のその後（2010-2016 年） 2)

1) CIPFAstats, Public Library Statistics, 2010/11〜2019/2020 
2) Department for Digital, Culture, Media & Sport, Public Libraries in England: Basic Dataset, 2016

・閉館した直営図書館の多くは

→ コミュニティ図書館として再開

■イギリスの公共図書館の整備状況
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■イギリスのコミュニティ図書館の運営形式
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Brent区の公共図書館の変遷

ロンドン市におけるブレント区
(London Borough of Brent)の位置

2009年 行政改革を実施 (One Council Programme)

・行政組織の集約・縮減

・官民連携による公共サービスの提供

2011年 総量縮減の図書館再編を実施

■研究対象
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■各図書館の立地
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2013年に移転改築

旧 Town Hall library

（分館）

Wembley library (WL)

2015年に改築

旧Willesden Green Library Centre

（中央館）

The Library at Willesden Green (WGL)
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写真① 区役所からみるWL入口 写真② WLの吹き抜け

写真③ WLのパサージュ 写真④ 地域包括相談窓口（Brent Hub）

■Wembley Library (WL)
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WGLの博物館

■The Library at Willesden Green (WGL)

WGLの閲覧室
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写真2:Barham Community Library
（既存改修）

写真3：Cricklewood Library（改築） 写真4：Kensal Rise Library（既存改修）写真1：Preston Community Library
（改築中）

■各CLの概要
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■CLの開館意図と立地

・図書サービスよりも、地域活動の場所の提供

・移民や高齢者、子育て世代に社会活動に参加する機会を提供

・歴史継承のために既存場所で開館、近隣住民が主な利用者
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図13 各CLの平面図（図面が入手できなかったBCLを除く）と内観写真

■各CLの空間構成
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■区立図書館とコミュニティ図書館がの比較

ブレント区立図書館 ブレント区コミュニティ図書館

・駅や中心市街地など便利な場所に立地

・総量縮減を伴う図書館の複合化・多機能化

・提供サービスの多様化・専門化

・公園や住宅地における立地

・図書サービスよりも場所の提供

・近隣住民の活動拠点

■総量縮減の課題

・住民の合意形成の困難

・多目的利用は増加するが、図書の利用の低下

ブレント区立図書館 ブレント区コミュニティ図書館

・運営資金の確保が困難

・ボランティア育成の困難
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LCCの図書館分類

LCCの図書館の立地

■公民連携の図書館再編事例 (Leicestershire County Council, LCC)

地区図書館 7館

（うち、CLサポート館 3館）

商業地域図書館 9館

コミュニティ図書館 35館住民運営

行政運営

常時
サポート
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コミュニティ図書館の運営形態

運営移管のサポート資金

• 初期サポート
・資⾦サポート
・ボランティ募集、育成
・図書館サービスの講習

• 長期サポート
・資⾦調達の⽀援
・法的⼿続のサポート
・建物維持管理の協⼒
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以上、ご清聴ありがとうございます。


